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	応用
	抗原情報
	背景
	リゾホスファチジン酸（LPA）受容体は、多様な細胞活動のメディエーターです。ヘテロ多価Gタンパク質のG(i)/G(o)、G(12)/G(13)、およびG(q)ファミリーと共役していると考えられています。RALA活性化に依存してホスホリパーゼC（PLC）活性を刺激します。リゾホスファチジン酸（LPA）受容体（PubMed:9070858、PubMed:19306925、PubMed:25025571、PubMed:26091040）。アクチン細胞骨格の再編成、細胞遊走、分化、増殖に関与し、組織損傷や感染性因子への反応に寄与します。ヘテロ多価Gタンパク質のG(i)/G(o)、G(12)/G(13)、およびG(q)ファミリーを介して下流シグナル伝達カスケードを活性化する。シグナル伝達はアデニル酸シクラーゼ活性を阻害し、細胞内cAMP濃度を低下させる(PubMed:26091040)。シグナル伝達は細胞質Ca(2+)濃度の上昇を引き起こす(PubMed:19656035, PubMed:19733258, PubMed:26091040)。RALAを活性化し、ホスホリパーゼC(PLC)の活性化とイノシトール1,4,5-トリスリン酸の形成につながる(PubMed:19306925)。シグナル伝達は下流MAPキナーゼの活性化を媒介する(類似性による)。細胞形状の調節に寄与する。神経細胞におけるアクチン細胞骨格のRho依存性再構成および神経突起退縮を促進する（PubMed:26091040）。Rhoの活性化およびアクチンストレスファイバーの形成を促進する（PubMed:26091040）。RAC1の活性化を介して、遊走細胞の先端におけるラメリポディアの形成を促進する（類似性による）。リゾホスファチジン酸受容体としての機能を介して、損傷や創傷への反応を含む走化性および細胞遊走に役割を果たす（PubMed:18066075、PubMed:19656035、PubMed:19733258）。CD14との相互作用を介して、細菌性リポ多糖（LPS）に反応して炎症を誘発する役割を果たす。リゾホスファチジン酸に反応して細胞増殖を促進する。正常な骨格の発達に必要。骨芽細胞の分化に関与している可能性がある。正常な脳の発達に必要。成体歯状回における新生ニューロンの正常な増殖、生存、成熟に必要。疼痛知覚および神経障害性疼痛の発現に関与する（類似性に基づく）。
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	A375 細胞溶解物中の EDG2 発現のウエスタン ブロット分析。

